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私はこうする -IT、人間、詳細 
ITを使った、人間を対象にした、詳細な研究

松井俊浩 t.matsui@aist.go.jp

産業技術総合研究所デジタルヒューマン研究センター 

１． 成熟期の IT研究 

先達の慧眼と情熱によって、日本の IT 産

業は、GNPの 12%を占める第一の基幹産業

となった。ベンチャー企業の創出率でも IT

はライフサイエンスと並んで最高率である。

石炭が作る蒸気をエンジンとした産業革命

同様、コンピュータが作るネットワークをエ

ンジンとしたデジタル革命が浸透した。1980

年代までの IT(当時は情報工学)の研究は、第

5世代コンピューティングに代表されるよう

な人工知能を目標にしたものであり、それを

支えたのは、ソフトウェア開発を目的とした、

プログラマのためのワークステーションで

あった。その頃は、Junetにいくらかの悪人

がいたとしても、気心の知れたコミュニティ

が存在していた。大量の PCがインタネット

で接続されるようになった 95 年頃から、デ

ジタル革命は第 2 期を迎えた。もはやコンピ

ュータはプログラマのためのものではなく、

オフィスや家庭での庶民の文房具、自動車や

携帯電話の組み込みパーツになっていった。

コンピュータを作る研究は、次第に IT を

使う研究に変化する。不法に使われないよう

にセキュリティを固める研究までしなけれ

ばならなくなったのは皮肉なことである。電

話の音声がデジタル化されただけでなく(残

念ながらデジタル化で音声品質は劣化した)、

Eメール、カメラ、着メロなど携帯電話は使

い切れないほどの gadgets の塊りになった。

難しかった映像もデジタル化され、ワンセグ

として搭載される。IT 研究は、コンピュー

タのハードウェア研究からソフトウェアに

進み、さらにコンテンツとミドルウェアに変

わった。

この流れは、メインストリームとして押し

とどめようがない。なぜならば、市場規模が

格段に違うからだ。一般人には、CPU の種

類も OS の名前も興味がない。私の見たい

DVD ができるだけ安く高画質で再生できれ

ばよい。ビデオデッキの市場が稼いだ何倍か

を映像ソフトが稼いでいる。デッキやカメラ

は数年で捨てられるが、録画したコンテンツ

や子供の写真は、数十年の寿命を持つ。

今や、情報の研究で一花咲かせようと思う

なら、コンピュータを作る研究よりは使う研

究にならざるを得ない。その使い方が、通信、

グリッド、組み込み系、ミドルウェアなどだ

が、どうも従来の延長の域を出ていない。ナ

ノ・バイオとして試みられているような境際

的領域の融合を試みる必要があろう。産総研

では、グリッドと地質研究を融合した

GeoGridが試みられている。現代の社会問題

に、IT でスマートに切り込むアイデアに期

待したい。すなわち、IT による少子高齢化

や QoL、また環境問題へのアタックである。

２． 人間を対象にする研究 

ITに限らず、すべての産業や技術は、人間

を幸福にするためにある。しかし、人間の幸

福というのは簡単には定義できない。そもそ

も、我々は、人間自身についてよく知らない。

「自己とは何か」は、最大の哲学的、認知的



問題である。哲学にまで昇華させるのは難し

いが、人間は何をすれば喜ぶ動物なのかを知

ることは、研究の方向を定める上でも、次の

市場がどこにあるかを探る上でも重要であ

る。我々が行っている、デジタルヒューマン

の研究は、人間の機能特性をモデル化するこ

とで、人間を喜ばす方法を知る研究の一つで

あると自負している。

難しさの一つは、個人差にある。雨露をし

のげば良いレベルではなく、感性にマッチし

たサービスを提供するためには、個人の嗜好

をセンスし、嗜好に合わせたサービスのカス

タマイズが必要になる。従来の大量生産品は、

個人を対象にした作り込みが困難であり、平

均的な商品を押しつけてきた。IT の持つ可

塑性は、そこに向けられるべきであろう。も

っとも、柔らかいはずのソフトウェアは、実

際にはハードウェアより固い上に賞味期間

が短いことになっているので、そう簡単なこ

とではない。また、長い進化で探索しつくさ

れた人間は、技術の宝庫である。我々は、も

っと謙虚に人間が行っている情報処理の方

法に学ぶべきと考える。ヒコーキは未だに鳥

を超えてはいない。

３． 科学は細部にある 

2001 年に総合科学技術会議が作られ、我

が国でも研究の戦略が議論されるようにな

った。緊縮財政の中で、子孫から借金して科

学技術に投資する以上、将来の見返りの大き

そうな技術を優先するのは当然であろう。こ

こに書いている、IT を使う研究をしよう、

どうせ使うなら人間を相手にしよう、という

のも研究の方向を推奨しているのに他なら

ない。

しかし、おもしろい研究というのは、グロ

ーバルなプランとは無縁であると思われて

ならない。研究者の創発が進む方向と、社会

が求める技術の方向には、相関がない。試験

勉強の期間にこそたくさんの関係ない本が

読まれるのと似ている。直接の相関はないが、

結果的に、社会に求められる技術がピックア

ップされて実用化されるという現実はある。

結局、科学の原点は、人には言えないよう

な小さな「不思議」の中にある。研究者は、

その解明に懸命になり、戦略会議は、その重

要性を説明する理由を後付けで考えている

のではあるまいか。我々は、この小さな不思

議を見逃さないことである。試験期間中に本

が読みたくなることにも、大変重要な真理が

眠っているかもしれない。

思いついたとたんに誰にでもすばらしさ

がわかる技術というのは、存在しないか、あ

まりに当たり前なので、すでに研究しつくさ

れている。注目される研究を目指すのであれ

ば、あえてみんなから蔑まれているような異

色の技術にこだわることだ。科学は細部にあ

る。こだわり続けて、最後の石をひっくり返

したとたんに、全部の石の黒白が逆転するの

を見るのが、研究の醍醐味であろう。

科学と同様、邪悪なことも細部にあるとさ

れる。あなたの研究がうまくいっていないと

したら、その阻害要因は、おそらく日常の詳

細であろう。通勤かもしれないし、会議が長

いことかもしれない、備品調達の決済方法か

もしれない。それが研究者の倫理とか、予算

の不正使用につながらないよう、この細部に

足を取られないようご注意を。






